
「 が ん 」 の 保 障「 が ん 」 の 保 障「 が ん 」 の 保 障「 が ん 」 の 保 障 　　　　 　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫

保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、                       　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ                      　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ                      　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ                      　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ （ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　（ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　（ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　（ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　 ス タ ン ダ ー ド プ ラ ンス タ ン ダ ー ド プ ラ ンス タ ン ダ ー ド プ ラ ンス タ ン ダ ー ド プ ラ ン

ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合 ◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）

初 め て 診 断 確 定 さ れ た と き が ん の 場 合 一 時 金 と し て 　 １ ０ ０ 万 円

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 診 断 給 付 金診 断 給 付 金診 断 給 付 金診 断 給 付 金 上 皮 内 新 生 物 の 場 合 一 時 金 と し て 　 　 １ ０ 万 円 ３ ５ 歳 ４ ５ 歳 ５ ５ 歳 ６ ５ 歳

入 院 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 入 院 給 付 金入 院 給 付 金入 院 給 付 金入 院 給 付 金 １ 日 つ き １ ０ ， ０ ０ ０ 円 男 性 ３ ， ６ ５ ６ 円 ５ ， ６ ０ ８ 円 ９ ， ３ ６ ０ 円 １ ５ ， １ ９ ０ 円

通 院 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 通 院 給 付 金通 院 給 付 金通 院 給 付 金通 院 給 付 金 １ 日 つ き １ ０ ， ０ ０ ０ 円 女 性 ３ ， ７ ３ ４ 円 ５ ， ２ ７ ４ 円 ６ ， ８ ６ ４ 円   ９ ， ０ ４ ８ 円

手 術 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 手 術 治 療 給 付 金手 術 治 療 給 付 金手 術 治 療 給 付 金手 術 治 療 給 付 金 １ 回 に つ き ２ ０ 万 円

放 射 線 治 療 を 受 け た と き 　  　 放 射 線 治 療 給 付 金放 射 線 治 療 給 付 金放 射 線 治 療 給 付 金放 射 線 治 療 給 付 金 １ 回 に つ き ２ ０ 万 円

抗 が ん 剤 治 療 を 受 け た と き

抗 が ん 剤 治 療 を 受 け た 月 ご と に

１ カ 月 １ ０ 万 円 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 抗 が ん 剤 治 療 給 付抗 が ん 剤 治 療 給 付抗 が ん 剤 治 療 給 付抗 が ん 剤 治 療 給 付

金金金金

乳 が ん ・ 前 立 腺 が ん の ホ ル モ ン 療 法 の と き

１ カ 月 　 ５ 万 円

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト

◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。

入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料

払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）

訪 問 面 談 サ ー ビ ス と 専 門 医 紹 介

（ こ の サ ー ビ ス は 、 株 式 会 社 　 法 研 が 提 供 す る サ ー ビ ス で す ）

＜ 募 集 代 理 店 ＞＜ 募 集 代 理 店 ＞＜ 募 集 代 理 店 ＞＜ 募 集 代 理 店 ＞

ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社

T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2

〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F

＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部

〒 1 6 3 - 0 4 5 6〒 1 6 3 - 0 4 5 6〒 1 6 3 - 0 4 5 6〒 1 6 3 - 0 4 5 6

東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル

当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き

コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5

( 2 0 1 1 年 4 月 1 日 現 在 ）

（ す べ て の 保 険 期 間

を 通 じ 通 算 ６ ０ ０ 万 円

ま で ）

＜ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 ＞ の 更 新 後 の 保 険 料 は 更 新 時 の 年 齢 ・

保 険 料 率 に よ っ て 決 ま り ま す 。

A F 0 0 7 - 2 0 1 1 - 0 1 8 6 　 4 月 2 5 日

（ 上 皮 内 新 生 物 は 対 象 外 ）

東

海

本

部

は

、

Ｊ

Ｒ

東

海

会

社

が

回

答

し

た

３

・

０

カ

月

に

対

し

て

、

増

収

・

減

益

と

い

う

ね

じ

れ

状

態

の

中

、

「

安

全

輸

送

に

努

力

し

て

き

た

社

員

に

報

い

て

の

判

断

」

は

評

価

で

き

る

も

の

の

、

国

労

要

求

３

・

５

カ

月

を

下

回

っ

た

こ

と

、

増

税

や

物

価

上

昇

な

ど

生

活

が

厳

し

い

状

態

に

な

る

こ

と

な

ど

を

は

じ

め

、

国

労

が

主

張

し

て

き

た

内

容

が

あ

ま

り

加

味

さ

れ

て

い

な

い

こ

と

に

つ

い

て

は

不

満

で

あ

る

と

し

て

、

持

ち

帰

り

検

討

と

し

ま

し

た

。

東

海

本

部

は

執

行

委

員

会

及

び

「

地

方

書

記

長

・

業

長

・

職

協

議

長

会

議

」

で

検

討

し

た

結

果

、

年

末

を

む

か

え

る

社

員

や

家

族

の

生

活

を

配

慮

し

、

11

月

７

日

に

妥

結

し

ま

し

た

。

国

労

本

部

は

、

Ｊ

Ｒ

貨

物

会

社

と

年

末

手

当

の

交

渉

を

５

回

に

わ

た

っ

て

行

っ

て

き

ま

し

た

。

会

社

は

３

回

目

の

交

渉

で

、

「

中

間

決

算

に

よ

る

経

常

利

益

は

増

収

増

益

だ

が

、

夏

季

手

当

時

の

水

準

も

厳

し

い

」

と

主

張

。

国

労

は

、

「

『

業

績

の

反

映

は

手

当

で

還

元

す

る

』

と

は

会

社

が

言

っ

た

こ

と

。

中

間

決

算

は

増

収

増

益

、

下

期

に

向

け

て

も

堅

調

に

推

移

す

る

と

の

概

況

で

、

な

ぜ

、

夏

よ

り

も

厳

し

い

の

か

」

、

「

社

員

の

生

活

に

責

任

を

持

つ

こ

と

は

会

社

と

し

て

は

当

た

り

前

の

こ

と

で

は

な

い

か

」

、

「

現

状

は

黒

字

。

社

員

の

生

活

を

考

え

れ

ば

増

収

増

益

の

中

で

判

断

す

べ

き

だ

」

、

「

昨

年

度

決

算

、

中

間

決

算

、

今

後

の

見

通

し

を

踏

ま

え

て

も

一

昨

年

の

水

準

が

最

低

ラ

イ

ン

。

過

去

に

経

験

し

な

い

、

想

像

で

き

な

い

回

答

は

や

め

る

べ

き

」

、

「

企

業

の

健

全

な

発

展

と

組

合

員

の

生

活

の

維

持

・

向

上

を

図

る

よ

う

改

め

て

強

く

申

し

入

れ

る

」

と

、

主

張

し

て

き

ま

し

た

。

国

労

本

部

は

、

引

き

続

き

取

り

組

み

の

強

化

を

指

示

し

、

東

海

本

部

も

要

請

書

を

貨

物

会

社

に

郵

送

し

ま

し

た

。11

月

14

日

に

貨

物

会

社

は

「

基

準

内

賃

金

の

１

・

32

カ

月

分

、

12

月

５

日

支

払

い

」

の

回

答

を

行

い

ま

し

た

が

、

本

部

は

、

「

こ

の

間

の

交

渉

経

過

、

経

営

方

針

か

ら

も

『

団

体

交

渉

の

結

果

』

と

は

言

い

難

い

結

果

で

あ

る

」

「

そ

の

場

し

の

ぎ

の

経

営

を

行

っ

て

き

た

経

営

陣

の

責

任

は

極

め

て

重

大

」

と

強

く

抗

議

し

た

上

で

、

「

年

末

手

当

の

闘

い

の

到

達

点

と

課

題

」

を

明

ら

か

に

し

て

、

組

合

員

の

生

活

等

を

考

慮

し

て

11

月

21

日

に

妥

結

し

ま

し

た

。

国

労

東

海

国鉄労働組合

東海エリア本部

東

京

都
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区

新

橋

５

‐
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‐

５

交
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ビ
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４

階
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洋洋洋洋
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責責責責

任任任任
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山山山山
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二二二二

２０１４年１１月３０日（毎月15日、30日発行） 国労東海 NO３７４（１）

東海本部ホームページＵＲＬ http://www.kokurotokai.com/

・・・・３３３３５５５５歳歳歳歳ポポポポイイイインンンントトトト

基礎給は ３１６，５００円

支給額は ９５．０万円

（＊支給額は百円単位を

四捨五入して万単位で表示）

・３３３３５５５５歳歳歳歳ポポポポイイイインンンントトトト基基基基礎礎礎礎給給給給のののの内内内内訳訳訳訳

基本給 ２７３，２００円

調整手当 ２６，３００円

扶養手当 １７，０００円

役付手当 ０円

補償措置額 ０円

＜注・国労による試算額です＞

〈〈〈〈参参参参 考考考考〉〉〉〉

国国国国
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はははは
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11110000

月月月月

22221111

日日日日

にににに

ＪＪＪＪ

ＲＲＲＲ

東東東東

海海海海

にににに

対対対対

しししし

てててて

「「「「

年年年年

末末末末

手手手手

当当当当

3333

・・・・

５５５５

カカカカ

月月月月

のののの

要要要要

求求求求

」」」」

をををを

申申申申

しししし

入入入入

れれれれ

てててて

以以以以

降降降降

、、、、

３３３３

回回回回

のののの

交交交交

渉渉渉渉

をををを

行行行行

っっっっ

てててて

きききき

まままま

しししし

たたたた

。。。。

会会会会

社社社社

はははは

11111111

月月月月
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日日日日

、、、、

「「「「
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・・・・
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月月月月
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支支支支
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日日日日

11112222

月月月月

11110000

日日日日

以以以以

降降降降

））））

」」」」

とととと

のののの

回回回回

答答答答

をををを

行行行行

いいいい

まままま

しししし

たたたた

。。。。
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にににに
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月月月月
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日日日日

支支支支

払払払払

いいいい

））））

」」」」

のののの

回回回回

答答答答

をををを

行行行行

いいいい

まままま

しししし

たたたた

。。。。

ジジジジ
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イイイイ

アアアア

ーーーー
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東東東東
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11111111

月月月月

22226666

日日日日

にににに

２２２２

・・・・

55555555

カカカカ

月月月月

のののの

回回回回

答答答答

をををを

行行行行

いいいい

まままま

しししし

たたたた

がががが

、、、、

持持持持

ちちちち

帰帰帰帰

りりりり

検検検検

討討討討

しししし

てててて

いいいい

まままま

すすすす

（（（（

11111111

月月月月

22228888

日日日日

現現現現

在在在在

））））

。。。。

旅旅旅旅客客客客

回回回回

答答答答

にににに

対対対対

すすすす

るるるる

判判判判
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末末末末
手手手手
当当当当 職場からの運動を継続しよう

貨物は1・32カ月回答、バスは2・55カ月回答で検討中

貨貨貨貨物物物物

社社社社

員員員員

のののの

生生生生

活活活活

実実実実

態態態態

をををを

全全全全

くくくく

無無無無

視視視視

しししし

たたたた

回回回回

答答答答

だだだだ

貨貨貨貨物物物物協協協協のののの年年年年末末末末手手手手当当当当かかかかべべべべ新新新新聞聞聞聞



貨

物

協

議

会

の

第

28

回

定

期

委

員

会

が

11

月

4

日

、

静

岡

交

通

ビ

ル

で

開

催

さ

れ

、

委

員

、

役

員

、

来

賓

を

含

め

21

人

が

参

加

。

委

員

会

で

は

、

「

人

件

費

削

減

反

対

」

「

労

働

条

件

改

善

」

「

安

全

・

安

定

輸

送

の

確

立

」

「

組

織

強

化

・

拡

大

」

な

ど

、

向

こ

う

１

年

間

の

闘

う

方

針

の

確

立

に

向

け

真

剣

な

討

論

を

行

い

ま

し

た

。

鈴

木

議

長

は

挨

拶

で

１

年

間

の

活

動

を

総

括

し

た

上

で

、

「

貨

物

会

社

の

現

状

、

貨

物

社

員

の

生

活

実

態

、

労

働

条

件

改

善

、

技

術

継

承

問

題

、

年

末

手

当

獲

得

の

闘

い

、

組

織

強

化

・

拡

大

、

国

民

的

要

求

実

現

」

に

わ

た

っ

て

報

告

と

決

意

を

述

べ

ま

し

た

。

続

い

て

、

東

海

本

部

の

上

野

書

記

長

、

全

貨

協

の

瓜

田

事

務

次

長

、

静

岡

地

本

の

植

田

書

記

長

が

来

賓

挨

拶

を

行

い

ま

し

た

。

討

論

で

は

、

「

台

風

18

号

の

影

響

に

よ

り

静

岡

貨

物

駅

で

の

折

返

し

運

転

に

よ

る

、

臨

時

作

業

ダ

イ

ヤ

の

在

り

方

、

静

岡

貨

物

駅

に

お

け

る

代

行

ト

ラ

ッ

ク

の

問

題

点

、

列

車

活

転

時

の

手

続

き

、

運

転

士

に

お

け

る

乗

務

以

外

の

勤

務

に

つ

い

て

」

「

職

場

要

求

の

実

現

」

「

低

賃

金

に

よ

る

生

活

へ

の

不

安

と

生

活

実

態

」

「

期

末

手

当

に

お

け

る

妥

結

の

経

緯

」

「

今

後

の

福

利

厚

生

制

度

」

「

名

古

屋

車

両

所

の

移

転

問

題

」

「

平

成

採

用

者

へ

の

ア

ン

ケ

ー

ト

取

り

組

み

」

「

安

全

問

題

」

「

組

織

強

化

・

拡

大

」

等

、

多

岐

に

わ

た

っ

て

多

く

の

委

員

か

ら

報

告

や

質

問

・

要

請

が

出

さ

れ

ま

し

た

。そ

の

後

、

本

部

・

全

貨

協

か

ら

の

答

弁

及

び

加

藤

事

務

長

の

全

体

集

約

を

受

け

て

、

満

場

一

致

で

今

年

度

の

闘

う

方

針

を

採

択

し

ま

し

た

。

最

後

に

、

鈴

木

議

長

の

力

強

い

「

団

結

が

ん

ば

ろ

う

」

三

唱

で

今

後

の

奮

闘

を

誓

い

合

い

ま

し

た

。

乗

務

員

協

の

定

期

委

員

会

が

11

月

12

日

、

名

古

屋

国

鉄

会

館

で

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

冒

頭

、

冨

田

議

長

は

、

「

乗

務

員

職

場

で

は

年

休

が

取

れ

な

い

状

況

が

続

い

て

お

り

、

本

日

の

委

員

会

も

勤

務

が

厳

し

い

中

お

集

ま

り

頂

き

有

難

う

ご

ざ

い

ま

す

。

エ

リ

ア

乗

務

員

職

協

は

こ

の

間

、

三

役

会

議

を

中

心

に

集

ま

り

、

職

場

の

問

題

を

話

し

合

っ

て

き

た

。

国

労

が

職

場

で

要

求

を

作

り

交

渉

な

ど

を

行

っ

て

運

動

を

し

て

い

る

の

で

労

働

条

件

の

悪

化

な

ど

に

対

し

て

一

定

の

歯

止

め

に

な

っ

て

き

て

い

る

。

今

後

も

引

き

続

き

乗

務

員

の

休

日

労

働

問

題

や

年

休

取

得

の

問

題

な

ど

の

改

善

に

向

け

て

努

力

を

し

て

い

き

た

い

」

と

、

挨

拶

し

ま

し

た

。

討

論

で

は

、

「

休

日

労

働

が

多

い

。

要

員

計

画

な

ど

で

十

分

な

要

員

を

確

保

し

て

い

る

と

会

社

は

言

っ

て

い

る

が

、

年

度

初

か

ら

休

日

労

働

が

指

定

さ

れ

て

い

る

と

言

う

事

は

要

員

が

足

り

な

い

証

拠

。

事

前

に

休

日

労

働

す

る

人

に

打

診

な

ど

を

行

う

べ

き

で

は

な

い

か

」

、

「

年

休

の

く

じ

番

号

が

1

番

だ

っ

た

が

、

年

休

が

出

た

の

が

２

日

だ

け

。

そ

れ

く

ら

い

年

休

が

取

れ

な

い

状

況

だ

」

、

「

定

期

健

康

診

断

に

つ

い

て

勤

務

時

間

で

行

っ

て

欲

し

い

。

ま

た

、

出

先

で

の

労

働

外

時

間

に

受

診

が

出

来

る

よ

う

に

し

て

欲

し

い

」

、

「

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

の

予

防

接

種

に

つ

い

て

も

自

宅

の

近

く

の

医

者

で

受

診

で

き

る

よ

う

に

し

て

欲

し

い

」

、

「

専

任

社

員

の

労

働

条

件

緩

和

を

要

求

し

て

欲

し

い

」

等

の

意

見

が

出

さ

れ

ま

し

た

。

最

後

に

、

向

こ

う

１

年

間

の

活

動

方

針

を

確

認

し

て

終

了

し

ま

し

た

。
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11

月

に

入

っ

て

、

改

選

総

選

挙

の

う

わ

さ

が

流

れ

る

と

、

一

気

に

真

実

味

を

帯

び

、

結

局

11

月

19

日

に

衆

議

院

が

解

散

、

12

月

2

日

公

示

で

12

月

14

日

投

票

と

言

う

日

程

が

決

ま

り

ま

し

た

。

今

回

の

選

挙

は

、

私

た

ち

労

働

者

や

国

民

の

未

来

が

か

か

っ

た

重

要

な

選

挙

で

す

。

先

だ

っ

て

行

わ

れ

た

沖

縄

の

知

事

選

挙

、

那

覇

市

長

選

挙

で

は

、

沖

縄

県

民

が

安

倍

政

権

の

推

し

進

め

る

強

引

な

基

地

移

設

に

Ｎ

Ｏ

を

突

き

付

け

、

歴

史

的

な

勝

利

を

お

さ

め

ま

し

た

。

衆

議

院

選

挙

で

は

、

消

費

税

増

税

、

原

発

再

稼

働

、

集

団

的

自

衛

権

行

使

容

認

を

は

じ

め

今

回

廃

案

と

な

っ

た

労

働

者

派

遣

法

の

改

悪

、

残

業

代

ゼ

ロ

法

案

な

ど

私

た

ち

の

暮

ら

し

や

権

利

を

脅

か

す

悪

政

を

あ

ば

き

だ

し

、

大

企

業

と

一

部

富

裕

層

た

め

だ

け

の

ア

ベ

ノ

ミ

ク

ス

の

問

題

点

な

ど

を

争

点

に

し

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

前

回

の

選

挙

で

は

、

自

民

党

は

「

ウ

ソ

つ

か

い

な

い

、

Ｔ

Ｐ

Ｐ

断

固

反

対

、

ぶ

れ

な

い

」

と

言

う

ポ

ス

タ

ー

を

掲

示

し

、

公

約

に

掲

げ

ま

し

た

が

、

ま

っ

た

く

の

ウ

ソ

で

し

た

。

私

た

ち

は

、

「

ウ

ソ

が

何

で

、

何

が

真

実

な

の

か

」

を

多

く

の

働

く

仲

間

や

地

域

の

人

た

ち

に

伝

え

る

こ

と

が

大

切

で

す

。

い

よ

い

よ

解

散

総

選

挙

で

す

。

沖

縄

の

基

地

問

題

に

続

い

て

、

安

倍

政

権

の

労

働

者

・

国

民

無

視

の

暴

走

政

治

に

国

民

が

Ｎ

Ｏ

を

突

き

付

け

る

番

で

す

。

平

和

で

暮

ら

し

や

す

い

世

の

中

を

作

り

上

げ

る

こ

と

は

、

労

働

組

合

と

し

て

大

き

な

使

命

で

す

。

積

極

的

に

選

挙

活

動

に

参

加

し

て

、

国

民

本

位

の

政

治

を

作

り

上

げ

ま

し

ょ

う

。
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貨

物

・

乗

務

員

協

議

会

が

委

員

会

開

催

総総総総

選選選選
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でででで
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